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＜連絡事項＞

· 委員会があるので各自確認し、自分の委員会へ出席するようにして下さい。

· 明日、２日に見学あります。

坂本　健治様　（26）統合失調症　初発　　主治医：安ヶ平

　３日退院予定。三戸に自宅あり、退院後は両親と同居。北高校在学中より登校拒否あり、引きこもりが見られています。本人の病識は確立されておらず、服薬に対しての認識も不足しています。対人交流が難しく、自己評価が高い方です。自分の考えを表出する事が出来ず、自分の中に溜め込んでしまい家庭内暴力みられています。今回初発であり、ご家族も病気である事がまだ信じられないような様子のため、今後ご家族に対しても家族教室等の介入が必要です。

　両親は週二回のデイケア利用を希望されていますが、本人はデイケアの利用には乗り気では無く、週一回の利用を希望されています。

＜外来より＞

· 秋山　和子様～２日に１回の排便見られていると報告されています。

· 溝越　キク様～訪問看護より薬の飲み忘れがあると情報受けており、主治医より本人へ服薬状況を　　　　　　

確認していますが、「ちゃんと飲んでます」と話されています。

· 其田　淑子様～左足踵の治りが悪いと報告されています。その他には特に変わりないと話されてい　　　

ます。

· 神山　和典様～仕事について主治医より尋ねられると、「苦じゃないです」と答えられています。

· 戸賀沢　潔様～風邪の状態が良くないとのことで、うがい薬処方となっています。金銭について他　　

者より借りないようにと指導受けています。

· 長瀬　紘一郎様～「胃がもたれる」「頭がボーッとする」「喉がイガイガする」と訴えられ胃薬処

方となっています。昨日、自宅で揚げパンを食べたとの事報告されています。

＜デイケア利用者様情報提供＞

・大釜　久直様～　昨日、母様より電話にて「朝よりふらつき見られ、休む様に言ったが出かけていった。以前眩暈やフラツキがひどくなり日赤入院したことや、転んで怪我をしたらと思うと心配だ。受診出来るなら、して欲しい」との情報・依頼受けています。本人様も天井が回っている、眩暈がする等と訴えられています。

外来医に相談したところ、日赤通院中のため当院には詳しい情報なく、日赤受診したほうが良いとの指示受けています。母様に連絡していますが、デイケアにて経過観察することとなり、木曜の日赤受診時に主治医へ相談すると話されています。

＜月間プログラム検討会＞

●デイケア

　・新規プログラム“San　San健康クラブ”は毎週水曜の午後に入れています。ホワイトボードを使用するプログラムが２つ以上重なっている事がある為、ホワイトボードを他部署から借用する、又はホワイトボードのある部屋を借用するなど室長と検討していきます。

　・７月は職員旅行３班がありスタッフの人数が少ない日があるので、少人数でも行えるものを組み込んでいます。

　・８月に納涼会が行われる予定の為、納涼会準備を３回入れています。

　・暖かくなってきた為、運動・気分転換を目的とした周辺散策を予定しています。雨天の為のプログラムも用意しています。

　・オリジナルカード作りを入れていますが、これは暑中見舞い作りです。各自当日までに葉書を用意して頂きます。

●デイナイトケア

　・利用者様より絵を描きたいとの希望が聴かれていた為、屋外で実施するプログラムとして写生大会を企画しています。

　・高齢者が多く、誤嚥等のリスクが高まってきている為、嚥下体操を新しく導入予定です。

　・体を動かす新しい物として、民謡体操を新しく組み込んでいます。

　・５月に初めて体育館での種目自由を行ったところ好評だった為、体育館での種目自由を再度取り入れています。

　・プログラム中など無断で席を外したり飲水に行く方が多い為、SSTのテーマは“相手に一言断る”としています。

　・熱いと訴えながらも、厚着をしている利用者様が目立つ為、マナー講座では“夏の服装”二について実施予定です。

　・利用者様から音楽鑑賞の希望が聴かれていた為実施予定ですが、スタッフ間で効果など学習してから導入します。

●ナイトケア

・“○○の活用法”を予定していますが、これは以前から利用者様から要望があり、家庭でいらなくなった物のリサイクル法について利用者様間で話し合いを行います。

・木工については通所リハビリテーションで利用者様が使用する食器棚を作って頂きます。木材についてはこれから発注します。

・今回、一ヶ月の中に組み込むプログラムの内容をいつもより多くし、家庭でも必要となってくる知識について深める内容を入れています。




















































